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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
エチナシ抽出物を有効成分とするα－グルコシダーゼ活性化剤。
【請求項２】
請求項１記載のα－グルコシダーゼ活性化剤とアスコルビン酸誘導体を含有することを特
徴とする皮膚外用剤。
【請求項３】
アスコルビン酸誘導体が２－O－α－D－グルコピラノシル－Ｌ－アスコルビン酸であるこ
とを特徴とする請求項２記載の皮膚外用剤。
【請求項４】
請求項１記載のα－グルコシダーゼ活性化剤を含有することを特徴とする美白剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はα－グルコシダーゼを活性化させるα－グルコシダーゼ活性化剤およびアスコ
ルビン酸誘導体を配合することを特徴とした皮膚外用剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｌ－アスコルビン酸は、表皮メラノサイトのメラニン生成抑制や紫外線による炎症抑制
、真皮繊維芽細胞のコラーゲン産生促進などについて優れた効果を有しており、肌のしみ
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・そばかす等の予防や治療を目的とした美白化粧料や、しわの予防や皮膚保湿を目的とし
た老化防止化粧料の配合成分として、汎用されている成分である。
【０００３】
　しかしながら、Ｌ－アスコルビン酸は自身が酸化されることにより直接還元性を示すこ
とから、光、酸化、熱に対して不安定でありその効果を失いやすいという性質を持ってお
り、Ｌ－アスコルビン酸を安定化させる方法として、脂肪酸とのエステル化（特許文献１
）や糖誘導体化（特許文献２）が提案されている。
【０００４】
　その中でもグルコースにより誘導体化させた２－O－α－D－グルコピラノシル－Ｌ－ア
スコルビン酸は、直接還元性を示さず安定性に優れ、さらに生体内で生成され代謝される
物質であり安全性に優れている。
【０００５】
　２－O－α－D－グルコピラノシル－Ｌ－アスコルビン酸は、表皮及び真皮内でα－グル
コシダーゼにより徐々にＬ－アスコルビン酸とグルコースに分解され、Ｌ－アスコルビン
酸としての効果を発揮することが認められているが、同じＬ－アスコルビン酸の誘導体で
あるＬ－アスコルビルリン酸マグネシウムより皮膚内でのアスコルビン酸転換速度が遅い
ことが明らかになっている。（非特許文献１）。
【０００６】
　したがって、２－O－α－D－グルコピラノシル－Ｌ－アスコルビン酸の様々な効果を高
めるためには、皮膚内のα－グルコシダーゼ活性を高めればよい。しかし、外用剤の塗布
で皮膚内のα－グルコシダーゼの活性を向上させる方法はこれまで試みられたことはなく
、このような効果を有する物質は今まで知られていなかった。また、皮膚のα－グルコシ
ダーゼを活性化する物質を含有する美白剤は知られていない。
【０００７】
【特許文献１】特公昭５５－４５５４６号公報
【特許文献２】特願平１－１２７０７２号公報
【非特許文献１】FRAGRANCE JOURNAL 1997,No.9,p28-36
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　グルコースにより誘導体化させたアスコルビン酸誘導体は、直接還元性を示さず安定性
に優れ、さらに生体内で生成され代謝される物質であり安全性に優れている。アスコルビ
ン酸誘導体は、表皮及び真皮内でα－グルコシダーゼによりＬ－アスコルビン酸に分解さ
れて効果を発揮する。したがって、皮膚内でのアスコルビン酸転換速度がアスコルビン酸
の効果を発揮するための律速となっており、各種誘導体をすみやかにＬ－アスコルビン酸
に分解させ、Ｌ－アスコルビン酸としての効果を発揮させることが必要である。本発明は
、α－グルコシダーゼ活性化作用を有する物質を配合した優れた美白、老化防止作用皮膚
外用剤を提供することが課題である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本発明者は、α－グルコシダーゼの活性を上昇させる特定成分を見出し、アスコルビン酸
誘導体と共に適用することにより、優れた美白、老化防止作用を持つ皮膚外用剤が得られ
ることを見出し、本発明を完成させた。
すなわち、本発明は、
（１）エチナシ抽出物を有効成分とするα－グルコシダーゼ活性化剤、
（２）（１）記載のα－グルコシダーゼ活性化剤とアスコルビン酸誘導体を含有すること
を特徴とする皮膚外用剤、
（３）アスコルビン酸誘導体が２－O－α－D－グルコピラノシル－Ｌ－アスコルビン酸で
あることを特徴とする（２）記載の皮膚外用剤、
（４）（１）記載のα－グルコシダーゼ活性化剤を含有することを特徴とする美白剤、
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に関する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明により、α－グルコシダーゼの活性を上昇させる特定成分とアスコルビン酸誘導
体と一緒に適用することにより、優れた美白、老化防止作用を持つ皮膚外用剤を提供する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明においては、美白剤として皮膚内のα－グルコシダーゼ活性を上昇させるα－グ
ルコシダーゼ活性化剤を含有させる。
【００１２】
本発明のα―グルコシダーゼ活性化剤には、エチナシ抽出物配合することができる。なお
、本発明外のα―グルコシダーゼ活性化剤として、酵母抽出物、ビフィズス菌抽出物、乳
酸菌抽出物を参考として示す。
【００１３】
　本発明におけるエチナシとは、キク科、多年草植物であるエキナセア・プルプレア・メ
ンチ（Echinacea purpurea Moench）、エキナセア・アングスチフォリア（Echinacea ang
ustifolia）、エキナセア・パリダ（Echinacea pallida）である。葉、茎、芽、花、木質
部、木皮部（以上、地上部）、根部など全ての部位が利用可能である。
【００１４】
　本発明に使用される抽出物は生鮮エチナシを乾燥し細切りし、水若しくは１，３－ブチ
レングリコール、エタノール等の有機溶媒の単独若しくは混合物にて常温若しくは加熱下
に抽出して、淡黄色若しくは黄褐色の抽出液として得られる。これらは、市販されている
ものを使用することができる。
【００１５】
　本発明の皮膚外用剤へのエチナシ抽出物の配合量としては、それぞれ０．００１～２０
質量％、好ましくは０．０１～１０質量％が好ましいが、用いる剤型、使用対象等の様々
の条件に応じて、その配合量を適宜設定できる。
【００１６】
　酵母抽出物としては、酵母の極性溶媒による抽出物、酵母を自己消化，酸加水分解又は
酵素分解等により溶菌させた後ろ過したもの、或いは前記溶菌液を乾燥し、それより極性
溶媒で抽出した物を用いることができる。抽出には、Eremascus属，Endomyces属等Endomy
cetaceae科に属する酵母や、Schizosaccharomyces属，Nadsonia属，Saccharomycodes属，
Hanseniaspora属，Wickerhamia属，Saccharomyces属，Kluyveromyces属，Lodderomyces属
，Wingea属，Endomycopsis属，Pichia属，Hansenula属，Pachysolen属、Citeromyces属，
Debaryomyces属，Schwanniomyces属，Dekkera属，Saccharomycopsis属，Lipomyces属等の
Saccharomycoideae科に属する酵母、Spermophthora属，Eremothecium属，Crebrothecium
属，Ashbya属，Nematospora属，Metschnikowia属，Coccidiascus属等のSpermophthoracea
e科に属する酵母などの子のう菌酵母が好ましく用いられる。酵母抽出物の配合量は０．
００１～２０質量％、好ましくは０．０１～１０質量％である。
【００１７】
　ビフィズス菌抽出物は、例えばビフィドバクテリウム・ビフィダム（Bifidobacterium 
bifidum），ビフィドバクテリウム・ブレーベ（Bifidobacterium breve），ビフィドバク
テリウム・ロンガム（Bifidobacterium
longum）、ビフィドバクテリウム・アドレスセンティス（Bifidobacterium adolescentis
）、ビフィドバクテリウム・インファンティス（Bifidobacterium
infantis）等のビフィズス菌の表面培養物を生理食塩水で洗浄し、超音波処理により不活
性化することにより得られるものである。ビフィズス菌抽出物の配合量は０．００１～２
０質量％、好ましくは０．０１～１０質量％である。
【００１８】
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　乳酸菌抽出物は、例えばストレプトコッカス・ラクチス（Streptococcus lactis），ス
トレプトコッカス・サーモフィルス（Streptococcus thermophilus），ストレプトコッカ
ス・クレモリス（Streptococcus
cremolis）等の乳酸球菌、ラクトバチルス・ブルガリクス（Lactobacillus bulgaricus）
，ラクトバチルス・カゼイ（Lactobacillus
casei），ラクトバチルス・プランタルム（Lactobacillus plantarum），ラクトバチルス
・サリバリウス（Lactobacillus
salivarius），ラクトバチルス・アシドフィルス（Lactobacillus acidophilus）等の乳
酸桿菌などをスキムミルク、ペプトン、グルコース等、通常乳酸菌の培養に用いられる窒
素源、炭素源、あるいはそれにニコチン酸またはニコチンアミド等のビタミンや酵母エキ
ス、緩衝液等の添加剤を添加した培地を用いて培養して得る事が出来、必要に応じて遠心
分離、濾過などにより固形物を除去したものや加熱などにより殺菌処理を行ったものも用
いる事が出来る。また、培養物に防腐剤として多価アルコールを加えた後、澱びきしたも
のも用いる事が出来る。乳酸菌抽出物の配合量は０．００１～２０質量％、好ましくは０
．０１～１０質量％である。
【００１９】
　本発明の皮膚外用剤は、化粧料、医薬部外品、医薬として用いることができ、例えば、
水溶液、油剤、乳液、懸濁液等の液剤、ゲル、クリーム等の半固形剤、粉末、顆粒、カプ
セル、マイクロカプセル、固形等の固形剤の形態で適用可能である。従来から公知の方法
でこれらの形態に調製し、ローション剤、乳剤、ゲル剤、クリーム剤、軟膏、硬膏、ハッ
プ剤、エアゾル剤等の種々の剤型とすることができる。これらを身体に塗布、貼付、噴霧
等により適用することができる。化粧料としては、化粧水、乳液、クリーム、パック等の
顔用化粧料、ハンドクリーム、レッグクリーム、ボディローション等の身体用化粧料等と
することができる。
【００２０】
　本発明組成物には、植物油のような油脂類、高級脂肪酸、高級アルコール、シリコーン
、アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤、非イオン界面活性剤、防
腐剤、糖類、金属イオン封鎖剤、水溶性高分子のような高分子、増粘剤、粉体成分、紫外
線吸収剤、紫外線遮断剤、ヒアルロン酸のような保湿剤、香料、ｐＨ調整剤等を含有させ
ることができる。ビタミン類、皮膚活性剤、血行促進剤、常在菌コントロール剤、活性酸
素消去剤、抗炎症剤、殺菌剤等の他の薬効成分、生理活性成分を含有させることもできる
。
【００２１】
　添加成分として使用する油脂類としては、例えば、オリーブ油、ツバキ油、月見草油、
マカデミアナッツ油、ナタネ油、トウモロコシ油、ゴマ油、ホホバ油、胚芽油、小麦胚芽
油、トリオクタン酸グリセリン、等の液体油脂、カカオ脂、ヤシ油、硬化ヤシ油、パーム
油、パーム核油、モクロウ、モクロウ核油、硬化油、硬化ヒマシ油等の固体油脂、ミツロ
ウ、キャンデリラロウ、綿ロウ、ヌカロウ、ラノリン、酢酸ラノリン、液状ラノリン、サ
トウキビロウ等のロウ類が挙げられる。
【００２２】
　炭化水素類としては、例えば、流動パラフィン、スクワレン、スクワラン、マイクロク
リスタリンワックス等が挙げられる。
【００２３】
　高級脂肪酸として、例えば、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸
、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、ドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）、エイコサペン
タエン酸（ＥＰＡ）等が挙げられる。
【００２４】
　高級アルコールとして、例えば、ベヘニルアルコール、ラウリルアルコール、ステアリ
ルアルコール、セチルアルコール、セトステアリルアルコール等の直鎖アルコール、モノ
ステアリルグリセリンエーテル、ラノリンアルコール、コレステロール、フィトステロー
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ル、オクチルドデカノール等の分枝鎖アルコール等が挙げられる。
【００２５】
　シリコーンとして、例えば、鎖状ポリシロキサンのジメチルポリシロキサン、メチルフ
ェニルポリシロキサン等、環状ポリシロキサンのデカメチルシクロペンタシロキサン等が
挙げられる。
【００２６】
　アニオン界面活性剤として、例えば、ラウリン酸ナトリウム等の脂肪酸塩、ラウリル硫
酸ナトリウム等の高級アルキル硫酸エステル塩、ＰＯＥラウリル硫酸トリエタノールアミ
ン等のアルキルエーテル硫酸エステル塩、Ｎ－アシルサルコシン酸、スルホコハク酸塩、
Ｎ－アシルアミノ酸塩等が挙げられる。
【００２７】
　カチオン界面活性剤として、例えば、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム等のアル
キルトリメチルアンモニウム塩、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム等が挙げら
れる。
【００２８】
　両性界面活性剤として、例えば、アルキルベタイン、アミドベタイン等のベタイン系界
面活性剤等が挙げられる。
【００２９】
　非イオン界面活性剤として、例えば、ソルビタンモノオレエート等のソルビタン脂肪酸
エステル類、硬化ヒマシ油誘導体が挙げられる。
【００３０】
　防腐剤として、例えば、メチルパラベン、エチルパラベン等を挙げることができる。
【００３１】
　金属イオン封鎖剤として、例えば、エチレンジアミン四酢酸二ナトリウム、エデト酸、
エデト酸ナトリウム塩等のエデト酸塩を挙げることができる。
【００３２】
　高分子として、例えば、アラビアゴム、トラガカントガム、ガラクタン、グアーガム、
カラギーナン、ペクチン、寒天、クインスシード、デキストラン、プルラン、カルボキシ
メチルデンプン、カゼイン、ゼラチン、メチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセ
ルロース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロースナトリウム（ＣＭ
Ｃ）、アルギン酸ナトリウム、カルボキシビニルポリマー（ＣＡＲＢＯＰＯＬ等）等のビ
ニル系高分子、等を挙げることができる。
【００３３】
　増粘剤として、例えば、カラギーナン、トラガカントガム、クインスシード、カゼイン
、デキストリン、ゼラチン、ＣＭＣ、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピル
セルロース、グアーガム、キサンタンガム、ベントナイト等を挙げることができる。
【００３４】
　粉末成分としては、例えば、タルク、カオリン、雲母、シリカ、ゼオライト、ポリエチ
レン粉末、ポリスチレン粉末、セルロース粉末、無機白色顔料、無機赤色系顔料、酸化チ
タンコーテッドマイカ、酸化チタンコーテッドタルク、着色酸化チタンコーテッドマイカ
等のパール顔料、赤色２０１号、赤色２０２号等の有機顔料を挙げることができる。
【００３５】
　紫外線吸収剤としては、例えば、パラアミノ安息香酸、サリチル酸フェニル、パラメト
キシケイ皮酸イソプロピル、パラメトキシケイ皮酸オクチル、２，４－ジヒドロキシベン
ゾフェノン、等を挙げることができる。
【００３６】
　紫外線遮断剤として、例えば、酸化チタン、タルク、カルミン、ベントナイト、カオリ
ン、酸化亜鉛等を挙げることができる。
【００３７】
　保湿剤として、例えば、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレ
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ングリコール、１，３－ブチレングリコール、１，２－ペンタンジオール、グリセリン、
ジグリセリン、ポリグリセリン、キシリトール、マルチトール、マルトース、ソルビトー
ル、ブドウ糖、果糖、コンドロイチン硫酸ナトリウム、乳酸ナトリウム、ピロリドンカル
ボン酸、シクロデキストリン等が挙げられる。
【００３８】
　薬効成分としては、例えば、ビタミンＡ油、レチノール等のビタミンＡ類、リボフラビ
ン等のビタミンＢ２類、ピリドキシン塩酸塩等のＢ６類、Ｌ－アスコルビン酸リン酸エス
テル等のビタミンC類、パントテン酸カルシウム等のパントテン酸類、ビタミンＤ２、コ
レカルシフェロール等のビタミンＤ類；α－トコフェロール、酢酸トコフェロール、ニコ
チン酸ＤＬ－α－トコフェロール等のビタミンＥ類等のビタミン類を挙げることができる
。
【００３９】
　プラセンタエキス、グルタチオン等の美白剤、ローヤルゼリー、ぶなの木エキス、海洋
深層水等の皮膚活性剤、カプサイシン、ジンゲロン、カンタリスチンキ、イクタモール、
カフェイン、タンニン酸、γ－オリザノール等の血行促進剤、グリチルリチン酸誘導体、
アズレン等の消炎剤、アルギニン、ロイシン、トリプトファン等のアミノ酸類、常在菌コ
ントロール剤のマルトースショ糖縮合物、塩化リゾチーム等を挙げることができる
　さらに、カミツレエキス、ユキノシタエキス、パセリエキス、バナバエキス、シャクヤ
クエキス、グレープフルーツエキス、スイカズラエキス、コメエキス、ブドウエキス、ホ
ップエキス、ビワエキス、オウバクエキス、ヨクイニンエキス、センブリエキス、メリロ
ートエキス、バーチエキス、カンゾウエキス、サボンソウエキス、ヘチマエキス、トウガ
ラシエキス、レモンエキス、ゲンチアナエキス、シソエキス、アロエ（アロエベラ）エキ
ス、ローズマリーエキス、セージエキス、タイムエキス、茶エキス、海藻エキス、キュー
カンバーエキス、チョウジエキス、ニンジンエキス、マロニエエキス、ハマメリスエキス
、キウイエキス、センテラアジアチカエキス、リンゴエキス等の各種抽出物を挙げること
ができる。
【００４０】
　上記植物の抽出物は市販のものを使用できるが、それぞれの植物を水又はエタノール、
１，３－ブチレングリコール、１，２－ペンタンジオール、プロピレングリコール等のよ
うな有機溶媒を用いて抽出することにより製造することができる。抽出にあたって、原料
である植物に応じてその果実、種子、葉、茎、根等をそのまま、または細切、乾燥、粉砕
等の処理を行った後、抽出を行う方が効率的である。抽出は抽出溶媒に浸漬して行うこと
ができ、攪拌することや、抽出溶媒中でホモジナイズ又は加圧することもできる。抽出温
度は、５～１００℃程度が適切であり、抽出時間は、５分～１０日間程度の間で、適宜設
定することができる。
【００４１】
　このα－グルコシダーゼ活性化剤を皮膚に適用することで、皮膚内のα－グルコシダー
ゼが活性化され、それによって皮膚内に存在するアスコルビン酸誘導体や外部から適用さ
れたアスコルビン酸誘導体が効率よく、しかも速やかに活性型アスコルビン酸に変換され
、その結果、皮膚の美白作用が促進される。
【００４２】
　また、皮膚内のα－グルコシダーゼの活性を上昇させるα－グルコシダーゼ活性化剤と
してエチナシ抽出物、酵母抽出物、ビフィズス菌抽出物、乳酸菌抽出物からなる群より選
択される１種または２種以上とアスコルビン酸誘導体である２－O－α－D－グルコピラノ
シル－Ｌ－アスコルビン酸を一緒に適用することにより、より一層優れた美白、老化防止
作用を持つ皮膚外用剤が得られる。
【００４３】
　これは前述したように、皮膚内のα－グルコシダーゼ活性が上昇することによって、２
－O－α－D－グルコピラノシル－Ｌ－アスコルビン酸から活性型のアスコルビン酸への変
換効率が改善され、その結果、美白効果が増強されるためである。
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【実施例】
【００４４】
　以下に試験例及び実施例を示し、本発明を詳細に説明するが、本発明の技術的範囲をこ
れに限定するものではない。
【００４５】
　［試験例１：α－グルコシダーゼ活性測定試験］
  エチナシ葉エキス、加水分解酵母エキス、酵母エキス、ボタンピエキス、セージエキス
について、α－グルコシダーゼ活性作用を以下の方法により評価した。
  各抽出物に０．０５％α－グルコシダーゼを添加し、α－グルコシダーゼ活性をキッコ
ーマン株式会社製の糖化力分別定量キットにより測定した。このキットは、基質の４－ニ
トロフェノールα－グルコシドにα－グルコシダーゼが作用して生じる４－ニトロフェノ
ールが４００ｎｍに吸光波長を持つことを利用し、この４００ｎｍにおける吸光度を検出
することにより、α－グルコシダーゼ活性を測定するキットである。
【００４６】
　Δα－グルコシダーゼ活性を式（１）より算出し、各種抽出物を添加しないコントロー
ルのΔα－グルコシダーゼ活性を１００％として式（２）よりα－グルコシダーゼ活性賦
活率（％）を評価した。
【００４７】
式（１）　Δα－グルコシダーゼ活性＝（Ａ－Ａ０）－（Ａ１－Ａ２）×０．１７１
　　　　　Ａは酵素と各種抽出物を添加した時の吸光度
　　　　　Ａ０は酵素と各種抽出物に反応停止液を添加した時の吸光度
　　　　　Ａ１は各種抽出物のみ添加した時の吸光度
　　　　　Ａ２は各種抽出物に反応停止液添加した時の吸光度
【００４８】
式（２）　α－グルコシダーゼ活性化率（％）
　　　　　＝（各種抽出物添加時のΔα－グルコシダーゼ活性／
　　　　　　　コントロールのΔα－グルコシダーゼ活性）×１００
【００４９】
　結果を図１に示す。図１のように、エチナシ葉エキスでは０．１％適用時に３１３％、
酵母エキスでは０．０１％適用時に２０４％、加水分解酵母エキスでは０．１％適用時に
２７８％の、非常に高いα－グルコシダーゼ活性化率を示した。同時に比較したボタンピ
エキス及びセージエキスには活性上昇が見られないことから、この３つの抽出物はα－グ
ルコシダーゼ活性を特異的に活性化させていることがわかる。
【００５０】
　［試験例２：細胞内アスコルビン酸変換効果測定試験］
　ヒト表皮角化細胞を６０mmφディッシュに播種し、サブコンフルエントの状態まで培養
した後、アスコルビン酸誘導体及び各種抽出物を添加した培地に置換した。各種抽出物と
して、エチナシ葉エキス、加水分解酵母エキス、酵母エキス、セージエキス、ボタンピエ
キスをそれぞれ用いた。２４時間培養後、培養上清を採取し、トリプシン処理によって回
収した細胞の一部をコールターカウンターを用いて最終細胞数を計測すると共に、残りを
１００００rpm で５分間遠心分離して細胞画分を得た。細胞画分は、リン酸緩衝溶液（Ｃ
ａ２＋Ｍｇ２＋不含）を適量加えて懸濁後、再度１００００rpm
で５分間遠心分離し、洗浄した。蒸留水２００μlを得られた細胞画分に添加、懸濁した
ものを、超音波で１０分間処置後０．４５μm径PVDF膜で濾過し、ろ液を被験試料とした
。被験試料中のＬ－アスコルビン酸量を、下記条件の高速液体クロマトグラフィー法にて
定量した。
【００５１】
ＨＰＬＣ条件：
システム　　　　Class LC－１０
カラム　　　　　L－カラムODS
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移動相　　　　　０．１Mリン酸－リン酸２水素ナトリウム緩衝液（ｐH２．０）
流量　　　　　　０．７ｍＬ／ｍｉｎ
注入量　　　　　２０μｌ
検出器　　　　　ＵＶ２４０ｎｍ
【００５２】
　得られたクロマトグラムが示すＬ－アスコルビン酸のピークエリア平均値から、アスコ
ルビン酸量を求め、それぞれの最終細胞数からメラノサイト２．５×１０６個分にあたる
アスコルビン酸量を算出し、得られた値をα－グルコシダーゼによるアスコルビン酸変換
量とした。アスコルビン酸誘導体のみを添加した培地を用いて培養した細胞から得られた
被験試料をコントロールとして、各抽出物を添加したもののアスコルビン酸変換量を評価
した結果を図２に示す。
【００５３】
　図２に示したように、ヒト表皮角化細胞２．５×１０６個あたりにつき、エチナシ葉エ
キスでは１６６．６ｐｍｏｌ、加水分解酵母エキスでは１１１．５ｐｍｏｌ、酵母エキス
では１１１．５ｐｍｏｌのアスコルビン酸が検出され、コントロールに対してエチナシ葉
エキスは１７１．６％、加水分解酵母エキスと酵母エキスでは１１４．８％という、高い
アスコルビン酸変換効果が確認された。同時に比較したセージエキス及びボタンピエキス
についてはコントロールよりも濃度が低く、アスコルビン酸への変換が阻害されているこ
とから、エチナシ葉エキス、加水分解酵母エキス、酵母エキスはアスコルビン酸誘導体の
アスコルビン酸への変換に特異的効果があり、α－グルコシダーゼ活性化剤の添加により
アスコルビン酸分解酵素活性が活性化されていることがわかる。
【００５４】
　［試験例３：メラニン生成抑制試験］
　メラニン生成抑制試験は、ヒト由来の表皮メラニン細胞を用いて、エチナシ葉エキス、
加水分解酵母エキス、酵母エキス、セージエキス、ボタンピエキスをそれぞれ評価した。
培養液としてはＭｅｄｉｕｍ１５４Ｓ・ＨＭＧＳ培地（倉敷紡績株式会社製）を用い、各
抽出物を終濃度で１０-2～１０-5重量％になるように添加したものを、それぞれ被験試料
とした。６０ｍｍφディッシュに表皮メラニン細胞を播種し、ＣＯ2インキュベーター（
３７℃、５％ＣＯ２９５％飽和蒸気下）で２４時間培養した。培養液を除いた後、アスコ
ルビン酸誘導体及び各種抽出物を添加した培地又は抽出物を添加していない培養液に交換
し、さらに７２時間培養を続けた。尚、抽出物を添加していない培養液を適用した細胞を
対照とした。培養終了後、倒立顕微鏡下で細胞内のメラニン生成を観察し、対照との比較
から、下記判定基準により視感判定した。結果を表１に示す。
【００５５】
（判定基準）
◎：コントロールに比べ白い（メラニン生成抑制作用に優れる）
○：コントロールに比べやや白い（メラニン生成抑制作用にやや優れる）
×：コントロールと同程度の白さ（メラニン生成抑制作用なし）
【００５６】



(9) JP 4054730 B2 2008.3.5

10

20

30

40

【表１】

【００５７】
　［試験例４：美白効果確認試験］
　各群１０人ずつのＡ、Ｂ２群からなる女性被験者２０人による連用塗布試験を実施し、
本発明の美白効果について評価した。Ａ群は実施例１、B群は比較例１の美容液をそれぞ
れ用い、右半顔のみに１日２回２ヶ月間塗布した。試験開始直前及び試験開始２ヶ月後に
、メグザメーター（Mexameter MX－16、Ｃ＋Ｋ社製）を用いて各半顔のメラニン量を測定
した。美容液を塗布した右半顔のメラニン量から、美容液を塗布していない左半顔のメラ
ニン量を引いたものを、無塗布部を基準としたときの塗布部のメラニン量（Ｍｒ）とし、
試験開始直前（Ｍｒ０）と試験開始２ヶ月後（Ｍｒ１）のＭ値の差をΔメラニン量として
式（３）より算出し、その変化量の多少により、美白効果を評価した。
【００５８】
式（３）  Δメラニン量＝（Ｍｒ１－Ｍｒ０）
　　　　　Ｍｒ０は試験開始直前のＭｒ値
　　　　　Ｍｒ１は試験開始２ヶ月後のＭｒ値
　結果を図３に示す。
【００５９】
　さらに、被験者に右半顔のシミ改善度を自己評価させ、期間終了後の評価で、改善を５
点、やや改善を３点、変化なしを１点、改善されなかったを０点として、各群の合計点数
を求め次の基準にしたがってシミ改善度を評価した。
【００６０】
　シミ改善度　　＝シミ改善度の評価
　３１点～５０点＝◎
　２１点～３０点＝○
　１１点～２０点＝△
　　０点～１０点＝×
【００６１】
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【表２】

【００６２】
　図３の結果より、実施例１の美容液を使用したA群はΔメラニン量が－１．４７を示し
、使用開始前に比べてメラニン量が低下したのに対して、比較例１の美容液を使用したＢ
群はΔメラニン量が０．６３となり、使用開始２ヶ月後にメラニン量が若干増加していた
。また表２においても、実施例１を用いたＡ群は著しいシミの改善がみられ、本発明品の
優れた美白効果が示された。
【００６３】
以下に、本発明の例を示す。
【００６４】
［実施例３］シートマスク
                                              質量％
（１）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　８１．５
（２）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　６．０
（３）エタノール　　　　　　　　　　　　　　　３．５
（４）グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　５．０
（５）アスコルビン酸２－グルコシド　　　　　　２．０
（６）スクレロチウムガム　　　　　　　　　　　０．３
（７）アロエエキス（１）　　　　　　　　　　　０．１
（８）エチナシ葉エキス　　　　　　　　　　　　０．５
（９）クエン酸三ナトリウム　　　　　　　　　　０．２
（１０）クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
（１１）ビフィズス菌発酵エキス　　　　　　　　０．２
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（１２）カルボキシメチルセルロースナトリウム　０．３
（１３）水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　０．３８
［製法］室温下で、上記成分（１）～（１３）の成分を混合し攪拌溶解して得た液にシー
トマスクを含漬させた。
【００６５】
［実施例４］乳液
                                              質量％
（１）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　７４．１
（２）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　７．５
（３）カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　０．０６
（４）グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　３．０
（５）１，２－ペンタンジオール　　　　　　　　２．０
（６）トリメチルグリシン　　　　　　　　　　　０．５
（７）キサンタンガム　　　　　　　　　　　　　０．０２
（８）アマチャエキス　　　　　　　　　　　　　０．１
（９）アスコルビン酸２－グルコシド　　　　　　２．０
（１０）エチナシ葉エキス　　　　　　　　　　　０．４
（１１）酵母エキス　　　　　　　　　　　　　　２．０
（１２）スクワラン　　　　　　　　　　　　　　２．０
（１３）ホホバ油　　　　　　　　　　　　　　　２．０
（１４）メチルポリシロキサン　　　　　　　　　３．５
（１５）イソステアリン酸ソルビタン　　　　　　０．３
（１６）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　０．４
（１７）ショ糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　０．０２
（１８）水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　０．１
［製法］上記成分（１）～（１１）を成分Ａ、（１２）～（１７）を成分Ｂとし、成分Ａ
、Ｂそれぞれを８０℃に加熱調整し、ＢをＡに加え、ホモミキサーで攪拌混合後、４0℃
まで冷却し、残りの成分（１８）を添加し３０℃まで冷却した。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】各抽出物のα－グルコシダーゼ活性測定試験結果を示したものである。
【図２】各抽出物の細胞内におけるアスコルビン酸変換効果試験結果を示したものである
。
【図３】連用塗布による美白効果確認試験における、使用前後の皮膚メラニン量の変化を
比較したものである。
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